
 

 

Group Lens: 被写体となる人物の偏りを防止する撮影支援システム 
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概要． 多人数での旅行において写真を撮る際，そのグループの中で被写体となる人達やその並び方

が無意識に偏ることがある．本研究では，カメラの画面上に現時点での被撮影者らの撮影状況を表示

することでこの偏りを防止し，良質な写真アルバムの作成を促進する撮影支援システム「Group 

Lens」を提案する．提案手法では，過去に撮られた写真に写る人物と画面上に写る人物が同一人物か

を顔認識システムを用いて判定し，画面上に写る顔の周辺にその人物の撮影された写真の枚数と、顔

の位置が画面のどこに集中しがちかを表す円を表示する．また，過去の写真群のデータから，撮影さ

れた写真枚数が極端に多い，あるいは少ない人物をコメントとして表示する．本稿では，Group Lens

の提案手法について説明する． 

 

1 はじめに 

多人数で旅行をする際，思い出としてそのグルー

プのメンバーらの写真を撮るという場面は多い．し

かし，撮った写真を見返さずに撮影を続けていると，

無意識のうちに撮影される人物やその写る位置，並

び方などが偏ることがある．そして，このような偏

りは旅行中に気づかなければ改善することは難しい． 

そこで，本研究では，被撮影者の写った写真の枚

数や写る顔の位置の偏り，撮影された頻度を画面上

に表示する撮影支援システム「Group Lens」を提案

する（図 1）．過去の写真群のデータを分析し，得ら

れた偏りを視覚的に提示することで，撮影者が被撮

影者達を均等に，かつ多様な写り方で撮影できるよ

うにすることを目指す． 

 

2 関連研究 

2.1 アルバム作成のための写真選別支援システム 

アルバムを作成する手法として，既に撮影された

写真群から良質な写真を選別する方法と，撮影の際

に良質な写真のみを撮る方法がある．本研究は後者

の手法を支援しているが，前者の手法を支援するシ

ステムについての研究がいくつか行われている． 

長尾らは，撮影された写真群を観光スポットごと

に分別し，アルバムを作るシステムを提案している

[1]．また，釜口らは，アルバム内の写真群を写って

いる人物ごとに仕分けするシステムを提案している

[2]．  

本研究では，過去の写真群における被写体となる

人物や写る顔の位置の偏りを撮影時の画面上に表示

することで，撮影者に多様な写真を撮影することを

促し，写真の選別を必要とせずに良質なアルバムが

形成されることを目指している． 

2.2 撮影者にガイドとして UI を提示する手法 

 カメラの画面上にガイドとして UI を表示するこ

とで，希望の構図が撮影できる位置に撮影者を誘導

する手法がいくつか提案されている． 

 Kimらは，他人に写真を撮影してもらう際に，希

望の構図となるようカメラの画面上に被写体のシル

エットをガイドとして表示し，撮影者を誘導するシ

ステム PicMeを提案している[3]．また，板宮らは，

写真の主題が明確になる構図を複数適用させる提案

構図を算出し，撮影中の画面上に重畳表示すること

で写真のクオリティを向上させる手法を提案してい

る[4]． 

 本研究では，カメラの画面上に写る顔の上部にそ

の人物が過去に撮影された写真枚数と高頻度で写る

顔の位置を表す円，また，画面下部に撮影された写

真枚数が極端に多い人物や少ない人物を提示するコ

 
図 1. Group Lensの画面 
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メントを表示することで，偏りの無い写真撮影を促

すことを目指している． 

 

3 提案手法 

3.1 システム概要 

Group Lens は，カメラの画面上に写る顔の上部

に被撮影者の今までに撮影された写真の枚数や高頻

度で写る顔の位置，また，画面下部に撮影された写

真枚数が極端に多い人物や少ない人物を提示するコ

メントを表示する撮影支援システムである．システ

ムはスマートフォン上で動作するソフトウェアとし

て，Unity を用いて実装した．スマートフォンには

iPhone SEを使用した．  

3.2 使用方法 

はじめに，ユーザは被撮影者全員に対して顔写真

の撮影と名前の入力を行う．これにより，被撮影者

の顔と名前の情報がデータベースに登録される．以

降は写真を撮影する度に，写真に写る被撮影者の撮

影された写真枚数と顔の座標がデータベースに自動

で記録されるため，ユーザは撮影以外に特別な操作

を行う必要はない． 

3.3 システム設計 

画面上に写る人物が登録された人物かどうかの判

定には OpenCV plus Unity と Barracuda ，

BlazeFaceBarracuda の三つのライブラリを使用し

た顔認識システムを用いている．画面上に写る人物

の顔の特徴量と，登録された被撮影者らの顔の特徴

量のユークリッド距離をそれぞれ比較し，その値が

最も小さい人物を同一人物と判定する．登録された

人物がカメラの画面上に写ると，データベースの情

報からその人物の撮影された写真枚数と高頻度で写

っている顔の座標を表す円が顔の上部に表示される． 

顔の座標については，画面を横に 5等分したどの

エリアに顔の中心があるか記録され，その人物の写

った全ての写真枚数の中で，画面上に写る顔が位置

するエリアで撮影された写真枚数の割合が大きいほ

ど、大きい円が表示され，円の色も警告色に変化す

る（図 2）．これは，円が大きく，かつ警告色になる

位置を避けて撮影することで，顔の写る位置が同じ

位置に偏ることを減らすためである．これにより，

被撮影者らの写る並び方の偏りも改善できると考え

る． 

また，画面下部には，現時点で全員を均等に撮影

できているかを評価し，撮影された写真枚数が極端

に多い人物，あるいは少ない人物をコメントとして

表示する． 

コメントの内容は，以下の方法で導出している． 

被撮影者一人ひとりの撮影枚数と，全体における

平均撮影枚数を比較し，撮影枚数が平均未満のグル

ープ A と平均以上のグループ B の 2 つに被撮影者

を分ける． 

グループ Aの人数とグループ Bの人数を比較し，

人数が少ない方のグループに属する人物の名前を羅

列して，撮影枚数が偏らないように促すコメントを

表示する． 

表示するコメントの内容は以下の三種類である．

グループ Aの人数が少ない場合は「○○の枚数が少

ないです。もっと撮りましょう。」とコメントに表示

し，グループ Bの人数が少ない場合は「○○が写り

すぎです。撮影側にまわりましょう。」と表示する．

また，全員の撮影枚数が同じ場合は「全員均等に撮

影できています。」と表示する． 

常に人数の少ないグループにコメントを提示する

ことで，撮影枚数の統計の中から極端な偏りを優先

して改善させる仕組みになっている． 

 

4 議論 

著者が実際に本システムを用いて撮影を行った結

果，顔の識別精度の低さにより画面に写る人物を誤

認識することがあった．また，撮影された写真デー

タは撮影者のスマートフォンのみに記録されるため，

一人で撮影を行わなければならず，撮影者の負担が

大きかった． 

今後は顔の識別精度向上に加え，大人数のグルー

プによる旅行において本システムを用いた撮影を行

うことで，本システムの有用性を検証する必要があ

る．また，本システムを実装したスマートフォン同

士でデータベースを共有できるようにすることで，

撮影者の負担を軽減することができると考える． 

 

5 まとめ 

本稿では，カメラの画面上に被撮影者の今までに

写った写真の枚数や高頻度で写る位置を提示し，撮

影対象の偏りを防止するシステムを提案した．今後

は顔の識別精度向上や本システムを実装した別機器

とのデータベース共有機能を実装することを目指す． 

 

図 2. 顔の位置の偏りを改善する UI 
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